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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次

第90期

第１四半期

連結累計期間

第91期

第１四半期

連結累計期間

第90期

会計期間
自  平成24年４月１日

至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日

至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日

至  平成25年３月31日

売上高 （百万円） 882,408 997,574 3,580,923

経常利益 （百万円） 84,686 116,753 296,017

四半期（当期）純利益 （百万円） 49,103 86,043 181,682

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △5,136 178,055 385,161

純資産額 （百万円） 2,089,396 2,575,354 2,426,861

総資産額 （百万円） 3,578,410 4,189,506 3,979,093

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 60.93 108.11 226.59

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － 108.03 －

自己資本比率 （％） 55.44 58.52 57.80

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．第90期第１四半期連結累計期間及び第90期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載していません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

EDINET提出書類

株式会社デンソー(E01892)

四半期報告書

 2/18



第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当社グループは、平成25年４月に「地球環境の維持と成長の両立」と「一人ひとりが幸せで、安心・安

全に暮らせる社会」を目指す姿とした「デンソーグループ2020年長期方針」を発表しました。そして、今

後３年間で達成すべき目標や取り組むべき施策を「デンソーグループ・グローバル中期方針」としてま

とめ、「持続的成長に向けた事業拡大へのチャレンジ」「世界初を生み出し続ける企業への進化」「グ

ローバルな総智・総力の発揮とスピード経営の実現」を掲げ活動を進めています。

　
当第１四半期連結累計期間の業績については、売上高は、9,976億円（前年同四半期比1,152億円増、

13.1％増）と増収になりました。営業利益は、経費・労務費の増加や原材料価格の高騰があったものの、

売上増加による操業度差益や円安による為替差益により、1,021億円（前年同四半期比240億円増、30.7％

増）と増益、経常利益は1,168億円（前年同四半期比321億円増、37.9％増）、四半期純利益については、

860億円（前年同四半期比369億円増、75.2％増）といずれも増益になりました。

　
セグメント別の業績については、日本は、国内車両生産台数は減少したものの、海外向け売上の増加や

円安効果により、売上高は6,536億円（前年同四半期比328億円増、5.3％増）と増収になりました。営業利

益は、減産に伴う操業度差損があったものの、円安による為替差益や合理化努力等により753億円（前年

同四半期比202億円増、36.6％増）と増益になりました。

北米地域は、好調な経済による車両生産の増加や、円安効果により、売上高は2,073億円（前年同四半期

比477億円増、29.9％増）と増収、営業利益は、売上増加による操業度差益等により63億円（前年同四半期

比10億円増、19.6％増）と増益になりました。

欧州地域は、低迷した市場が底を打ったことに加え、円安効果により、売上高は1,179億円（前年同四半

期比244億円増、26.1％増）と増収、営業利益は、売上増加による操業度差益があったものの、労務費の増

加等により17億円（前年同四半期比１億円減、4.7％減）と減益になりました。

豪亜地域は、新興国における市場の成長に伴う車両生産の増加や、円安効果により、売上高は2,315億円

（前年同四半期比562億円増、32.1％増）と増収、営業利益は、売上増加による操業度差益等により214億

円（前年同四半期比44億円増、25.6％増）と増益になりました。

その他地域は、売上高は212億円（前年同四半期比72億円増、51.3％増）と増収、営業利益は、10億円

（前年同四半期比０億円減、1.8％減）と減益になりました。

　
(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　
(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費は86,883百万円です。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,500,000,000

計 1,500,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成25年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成25年８月８日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 884,068,713884,068,713

東京、名古屋

各証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 884,068,713884,068,713－ －

(注) 「提出日現在発行数」欄には、平成25年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

り発行された株式数は含まれていません。

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成25年４月１日～

平成25年６月30日
－ 884,068,713－ 187,457－ 265,985

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしています。

① 【発行済株式】

平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 88,659,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 795,060,700 7,950,607 －

単元未満株式 普通株式 348,413 － －

発行済株式総数 　 884,068,713－ －

総株主の議決権 － 7,950,607 －

(注) 完全議決権株式（その他）の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、500株含まれています。また、議決

権の数の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれています。

　
② 【自己株式等】

平成25年６月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

株式会社デンソー

（自己株式）

愛知県刈谷市昭和町

１丁目１番地
88,549,400－ 88,549,400 10.02

伊藤精工株式会社
愛知県刈谷市野田町

場割100－１
83,200 － 83,200 0.01

株式会社ニッパ
静岡県磐田市川袋

1550
22,000 － 22,000 0.00

神星工業株式会社
愛知県刈谷市丸田町

３丁目６
5,000 － 5,000 0.00

計 － 88,659,600－ 88,659,600 10.03

(注) 当第１四半期会計期間末日現在の当社の所有株式数は87,851,974株（議決権の数878,519個）です。

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しています。

なお、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累

計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方

法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成24年９月21日内閣府令第61号）附則第５条第１項た

だし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しています。

　
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１

日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けていま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 665,152 672,449

受取手形及び売掛金 586,312 595,233

電子記録債権 53,738 56,426

有価証券 430,052 458,441

たな卸資産 370,662 379,990

その他 177,798 171,804

貸倒引当金 △1,828 △1,834

流動資産合計 2,281,886 2,332,509

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 341,227 348,976

その他（純額） 544,933 580,964

有形固定資産合計 886,160 929,940

無形固定資産 15,456 21,062

投資その他の資産

投資有価証券 653,299 749,523

その他 142,616 156,795

貸倒引当金 △324 △323

投資その他の資産合計 795,591 905,995

固定資産合計 1,697,207 1,856,997

資産合計 3,979,093 4,189,506

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 456,603 457,435

1年内償還予定の社債 100,000 140,000

短期借入金 56,272 98,793

未払法人税等 55,128 24,606

賞与引当金 59,766 27,945

役員賞与引当金 641 193

製品保証引当金 56,847 57,638

その他 188,289 265,179

流動負債合計 973,546 1,071,789

固定負債

社債 90,000 50,000

長期借入金 261,248 224,805

退職給付引当金 197,248 －

役員退職慰労引当金 1,811 1,416

退職給付に係る負債 － 202,274

その他 28,379 63,868

固定負債合計 578,686 542,363

負債合計 1,552,232 1,614,152
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 187,457 187,457

資本剰余金 267,332 268,192

利益剰余金 1,933,814 2,020,327

自己株式 △224,505 △222,758

株主資本合計 2,164,098 2,253,218

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 226,354 294,507

繰延ヘッジ損益 17 82

為替換算調整勘定 △90,405 △73,548

退職給付に係る調整累計額 － △22,382

その他の包括利益累計額合計 135,966 198,659

新株予約権 2,293 1,793

少数株主持分 124,504 121,684

純資産合計 2,426,861 2,575,354

負債純資産合計 3,979,093 4,189,506
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
 【四半期連結損益計算書】
 【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 882,408 997,574

売上原価 736,663 810,930

売上総利益 145,745 186,644

販売費及び一般管理費 67,575 84,494

営業利益 78,170 102,150

営業外収益

受取利息 2,026 2,176

受取配当金 3,961 6,034

為替差益 － 5,892

持分法による投資利益 1,207 1,778

その他 4,730 2,619

営業外収益合計 11,924 18,499

営業外費用

支払利息 1,658 1,701

固定資産除売却損 817 741

為替差損 2,101 －

その他 832 1,454

営業外費用合計 5,408 3,896

経常利益 84,686 116,753

特別利益

固定資産売却益 529 －

特別利益合計 529 －

特別損失

投資有価証券評価損 68 55

特別損失合計 68 55

税金等調整前四半期純利益 85,147 116,698

法人税、住民税及び事業税 19,240 25,068

過年度法人税等 6,109 －

法人税等調整額 6,404 △421

法人税等合計 31,753 24,647

少数株主損益調整前四半期純利益 53,394 92,051

少数株主利益 4,291 6,008

四半期純利益 49,103 86,043

EDINET提出書類

株式会社デンソー(E01892)

四半期報告書

 9/18



【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 53,394 92,051

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △28,531 68,273

繰延ヘッジ損益 498 65

為替換算調整勘定 △30,401 16,076

退職給付に係る調整額 － △345

持分法適用会社に対する持分相当額 △96 1,935

その他の包括利益合計 △58,530 86,004

四半期包括利益 △5,136 178,055

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △6,540 170,695

少数株主に係る四半期包括利益 1,404 7,360
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【注記事項】

(会計方針の変更)

  (退職給付に関する会計基準等の適用)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号  平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」と

いう。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号  平成24年５月17

日。）が平成25年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったことに伴い、当第１

四半期連結会計期間よりこれらの会計基準等を適用し、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職

給付に係る負債として計上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付

に係る負債に計上しました。また、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更しました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債とし

て計上したことに伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減しています。ま

た、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を当第１四半期連結会計期間の期首の利益剰

余金等に加減しています。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首のその他の包括利益累計額が21,959百万円減少、利益剰余金が

29,903百万円増加、少数株主持分が452百万円減少し、合計で純資産の額が7,492百万円増加しています。また、

当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微です。

　
(四半期連結貸借対照表関係)

平成24年１月に米国司法省と締結した司法取引契約に関連して、米国等において損害賠償を求める民事訴

訟が提起されています。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりで

す。
　

　
前第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日

  至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日

  至  平成25年６月30日)

減価償却費（有形固定資産） 40,016百万円 42,189百万円

減価償却費（無形固定資産） 1,292百万円 1,561百万円

減価償却費（   合  計   ） 41,308百万円 43,750百万円
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(株主資本等関係)

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月20日

定時株主総会
普通株式 18,536 23平成24年３月31日 平成24年６月21日 利益剰余金

　
２．株主資本の金額の著しい変動

当第１四半期連結累計期間において、総額18,536百万円の剰余金の配当を行っており、この剰余金の配

当に関する詳細については上記「１．配当に関する事項」に記載しています。

　
Ⅱ  当第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月19日

定時株主総会
普通株式 29,434 37平成25年３月31日 平成25年６月20日 利益剰余金

　
２．株主資本の金額の著しい変動

当第１四半期連結累計期間において、総額29,434百万円の剰余金の配当を行っており、この剰余金の配

当に関する詳細については上記「１．配当に関する事項」に記載しています。

また、当第１四半期連結累計期間の期首より、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更したことに

伴い、期首の利益剰余金の額が29,903百万円増加しています。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

　
報告セグメント その他

(注)
合計

日本 北米 欧州 豪亜 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

 (1) 外部顧客への売上高 460,913157,02388,446162,056868,43813,970882,408

 (2) セグメント間の内部売上高 159,9532,5375,08413,265180,839 13 180,852

計 620,866159,56093,530175,3211,049,27713,9831,063,260

セグメント利益 55,0965,2251,81117,00879,140 978 80,118

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、南米等の現地法人の事業活動を含んで

います。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）
（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 79,140

「その他」の区分の利益 978

セグメント間取引消去 △1,948

四半期連結損益計算書の営業利益 78,170
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

　
報告セグメント その他

(注)
合計

日本 北米 欧州 豪亜 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

 (1) 外部顧客への売上高 449,355203,535110,964212,647976,50121,073997,574

 (2) セグメント間の内部売上高 204,2743,7706,96718,866233,877 79 233,956

計 653,629207,305117,931231,5131,210,37821,1521,231,530

セグメント利益 75,2726,2511,72621,358104,607960105,567

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、南米等の現地法人の事業活動を含んで

います。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項）
（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 104,607

「その他」の区分の利益 960

セグメント間取引消去 △3,417

四半期連結損益計算書の営業利益 102,150

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結累計期間より退職給付債務及び勤務費用の計

算方法を変更しています。

当該変更による第１四半期連結累計期間のセグメント利益への影響は軽微です。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上

の基礎は以下のとおりです。
　

　
前第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日

  至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日

  至  平成25年６月30日)

(1)  １株当たり四半期純利益金額 60円93銭 108円11銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額 (百万円) 49,103 86,043

普通株主に帰属しない金額
(百万円)

－ －

普通株式に係る四半期純利益金額
(百万円)

49,103 86,043

普通株式の期中平均株式数(千株) 805,901 795,880

(2)  潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額
－ 108円03銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(千株) － 608

希薄化効果を有しないため、潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益金額

の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

新株予約権方式によるストックオプ

ション

（平成18年６月27日決議 8,430個

  平成19年６月26日決議12,940個

  平成20年６月25日決議15,750個

  平成21年６月24日決議17,160個）

新株予約権方式によるストックオプ

ション

（平成19年６月26日決議11,750個）

(注)  前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため記載していません。

　

(重要な後発事象)

平成25年７月24日を払込期日とする第８回無担保普通社債を発行しました。

　

(1) 発行総額  300億円

(2) 利率      0.352％

(3) 発行価格  各社債の金額100円につき金100円

(4) 償還期限  平成30年６月20日

(5) 償還方法  満期一括償還

(6) 資金使途  社債償還
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２５年８月２日

株式会社デンソー

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ 　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    髙    橋    寿    佳    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    伊    藤    達    治    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    奥    田    真    樹    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社デンソーの平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計
期間（平成２５年４月１日から平成２５年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２５年４月
１日から平成２５年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期
連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社デンソー及び連結子会社の平成２５
年６月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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